
林業における労働災害を防止しましょう

◆須崎労働基準監督署管内の状況

須崎署管内の林業の災害件数は令和５年から増加傾向で、令和７年は
過去１０年間で２番目に件数が多く、高知労働局全体の林業における災害
件数の44％（確定値）と非常に高い割合を占める結果となりました。

◆林業における安全衛生対策の推進

林業では伐木等作業における「激突され」等、業種に特有の死亡災害が
全国的に多く発生しており、第14次労働災害防止計画において「業種別に
労働災害防止対策を推進する業種」の一つとされ、特に死亡災害の大幅
な減少に向けた取り組みが必要となっています。

須崎労働基準監督署

◆全国の統計はこちら
 【職場のあんぜんサイト 労働災害統計】

https://anzeninfo.mhl
w.go.jp/user/anzen/t
ok/anst00.html

◆第14次労働災害防止計画の概要はこちら
【厚生労働省 労働災害防止計画について】

https://www.mhlw.go.j
p/stf/seisakunitsuite/b
unya/0000197308.html

全国の林業における死亡災害の状況
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◆労働災害防止に向けた取り組み

労働安全衛生法や各種ガイドラインに基づく措置を実施と、厚生労働省委託
事業「伐木等作業安全対策推進事業」の積極的な利用をお願いします。

◆須崎労働基準監督署管内の労働災害の傾向

須崎署管内の林業における労働災害は「激突され」「切れこすれ」によるもの
が多く、起因物は「環境等（主に立木）」「動力機械（主にチェーンソー）」が高い
割合を占めます。
また上記の労働災害のほか、死亡災害や重大災害につながりやすい「墜落
転落」災害も過去１０年間で毎年発生しています。

須崎労働基準監督署

伐倒作業時の安全装備

令和６年度 厚生労働省委託事業 伐木等作業安全対策推進事業
「自分・人を守るための約束 安全に林業を」より引用

受け口・追い口 立入禁止・退避の徹底

◆林業関連のガイドライン等はこちら
 【厚生労働省 伐木作業・林業における安全対策】

https://www.mhlw.go.jp/s
tf/seisakunitsuite/bunya/
0000207439_00003.html

◆伐木等作業安全対策推進事業の概要はこちら
【株式会社森林環境リアライズHP】

https://www.f-
realize.co.jp/batsur07/

シートベルトの使用

全国の死亡災害のうち墜落転落災害が占める割合

全産業における
死亡災害件数

墜落転落災害による
死亡災害件数

墜落転落災害が
占める割合

令和４年
（2022年）

774件 234件 30.2％
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746件 188件 25.2％
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事故の型ごとの労働災害発生状況
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